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荷
送
人
に
危
険
物

に
関
す
る
通
知
義

務
が
課
さ
れ
る

　
山
口
氏
は
、
18
年
５
月
18

日
に
参
院
本
会
議
で
可
決
、

成
立
し
た
運
送
に
関
連
す
る

取
引
規
定
を
見
直
す
改
正
商

法
は
１
年
以
内
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
し

た
上
で
、
同
法
の
重
要
な
変

更
点
の
解
説
な
ど
を
交
え
な

が
ら
、
荷
主
と
運
送
人
の
責

任
範
囲
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　
改
正
商
法
に
つ
い
て
は
、

同
法
５
７
２
条
で
荷
送
人
に

運
送
人
に
対
す
る
危
険
物
に

関
す
る
通
知
義
務
が
課
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
、

「
こ
の
義
務
に
違
反
し
た
場

合
、
推
定
さ
れ
た
過
失
責
任

と
解
釈
さ
れ
、
陸
上
、
海

上
、
航
空
運
送
を
問
わ
ず
適

用
さ
れ
る
。
過
失
責
任
と
い

え
ど
も
、
責
任
を
免
れ
る
た

め
に
注
意
義
務
を
尽
く
す
必

要
が
あ
る
。
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
は

通
常
過
失
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
が
、
外
国
で
は
責
任
を

負
わ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
同
法
５
８
１
条
の

荷
受
人
の
権
利
に
関
す
る
規

律
に
よ
っ
て
①
荷
受
人
は
運

送
品
が
到
達
地
に
到
着
し
、

ま
た
は
運
送
品
の
全
部
が
滅

失
し
た
と
き
は
運
送
契
約
に

よ
っ
て
生
じ
た
荷
送
人
の
権

利
と
同
一
の
権
利
を
取
得
す

る
②
①
の
場
合
に
お
い
て
、

荷
受
人
が
運
送
品
の
引
き
渡

し
、
ま
た
は
そ
の
損
害
賠
償

の
請
求
を
し
た
と
き
は
、
荷

送
人
は
、
そ
の
権
利
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
―
こ

と
と
な
っ
た
と
述
べ
た
。

　
同
法
５
７
７
条
１
項
の
高

価
品
の
特
則
に
関
し
て
は
、

「
貨
幣
、
有
価
証
券
そ
の
他

の
高
価
品
に
つ
い
て
は
、
荷

送
人
が
運
送
を
委
託
す
る
に

あ
た
り
そ
の
種
類
及
び
価
額

を
通
知
し
た
場
合
を
除
き
、

運
送
人
は
、
そ
の
滅
失
、
損

傷
又
は
延
着
に
つ
い
て
損
害

賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
い
」

と
し
、
同
法
５
８
９
条
に
よ

っ
て
運
送
人
に
対
し
て
不
法

行
為
請
求
す
る
場
合
に
も
高

価
品
の
特
則
は
適
用
さ
れ
る

と
説
明
し
た
。

　
さ
ら
に
、
高
価
品
の
特
則

の
適
用
除
外
（
同
法
５
７
７

条
２
項
）
に
言
及
。
▽
物
品

運
送
契
約
の
締
結
の
当
時
、

運
送
品
が
高
価
品
で
あ
る
こ

と
を
運
送
人
が
知
っ
て
い
た

と
き
▽
運
送
人
の
故
意
ま
た

は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
高

価
品
の
滅
失
、
損
傷
又
は
延

着
が
生
じ
た
と
き
―
に
は
高

価
品
の
特
則
は
適
用
さ
れ
な

い
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し

て
い
る
と
述
べ
た
。

　
同
法
５
８
４
条
の
損
害
通

知
に
つ
い
て
は
、
「
運
送
品

の
損
傷
又
は
一
部
滅
失
に
つ

い
て
の
運
送
人
の
責
任
は
、

荷
受
人
が
異
議
を
届
け
な
い

で
運
送
品
を
受
け
取
っ
た
と

き
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、

運
送
品
に
直
ち
に
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
損
傷
又
は

一
部
滅
失
が
あ
る
場
合
は
、

引
き
渡
し
か
ら
２
週
間
以
内

に
損
害
通
知
が
必
要
と
な

る
。
運
送
人
が
損
傷
又
は
一

部
滅
失
を
知
っ
て
い
た
と
き

は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
解
説

し
た
。

　
今
回
の
商
法
改
正
で
初
め

て
設
け
ら
れ
た
複
合
運
送
に

関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、

▽
陸
上
運
送
、
海
上
運
送
又

は
航
空
運
送
の
う
ち
、
２
以

上
の
運
送
を
１
の
契
約
で
引

き
受
け
た
場
合
に
お
け
る
運

送
品
の
滅
失
等
に
つ
い
て
の

運
送
人
の
損
害
賠
償
の
責
任

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
送
に
お

い
て
そ
の
運
送
品
の
滅
失
等

の
原
因
が
生
じ
た
場
合
に
そ

れ
ぞ
れ
の
物
品
運
送
契
約
ご

と
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
わ
が
国
の
法
令
又
は
わ
が

国
が
締
結
し
た
条
約
の
規
定

に
従
う
▽
前
項
の
規
定
は
、

陸
上
運
送
で
あ
っ
て
そ
の
区

間
ご
と
に
異
な
る
２
以
上
の

法
令
が
適
用
さ
れ
る
も
の
を

１
の
契
約
で
引
き
受
け
た
場

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
―
こ

と
に
な
る
と
話
し
た
。
加
え

て
、
「
事
故
発
生
場
所
が
不

明
の
場
合
は
、
適
用
法
規
の

規
定
は
な
く
、
契
約
に
よ

る
」
と
述
べ
た
。

運
送
品
の
損
害
賠

償
額
は
到
達
地
の

価
格
で
定
め
る

　
運
送
中
の
事
故
に
つ
い
て

は
、
荷
主
が
運
送
人
に
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
に
当
た
っ

て
船
積
み
時
に
貨
物
が
正
常

な
状
態
だ
っ
た
こ
と
を
立
証

す
る
助
け
と
な
る
の
が
、
現

行
の
国
際
海

上
物
品
運
送

法
７
条
１
項

３
号
、
改
正

商
法
７
５
８

条
１
項
３
号

で
、
船
積
み

時
の
外
部
か

ら
認
め
ら
れ

る
運
送
品
の

状
態
を
船
荷

証
券
に
記
載

す
る
こ
と
を

定
め
て
い

る
」
と
説
明

し
た
。

　
ま
た
、
国

際
海
上
物
品

運
送
法
９
条
、
改
正
商
法
７

６
０
条
で
は
「
運
送
人
は
、

船
荷
証
券
の
記
載
が
事
実
と

異
な
る
こ
と
を
も
っ
て
善
意

の
船
荷
証
券
所
持
人
に
対
抗

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

規
定
し
て
お
り
、
船
荷
証
券

に
外
装
上
良
好
な
状
態
で
受

領
さ
れ
た
（
船
積
み
さ
れ

た
）
と
記
載
さ
れ
て
い
れ

ば
、
運
送
人
は
荷
主
に
対
し

て
、
貨
物
受
領
時
に
既
に
破

損
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
は

で
き
な
い
と
し
、
「
荷
主
は

現
行
の
国
際
海
上
物
品
運
送

法
、
今
後
施
行
さ
れ
る
改
正

商
法
、
な
ら
び
に
荷
揚
げ
地

で
貨
物
が
壊
れ
て
い
る
こ
と

を
も
っ
て
運
送
中
に
貨
物
が

損
害
を
被
っ
た
こ
と
を
立
証

で
き
る
」
と
話
し
た
。

　
損
害
賠
償
金
額
に
つ
い
て

は
現
行
の
国
際
海
上
物
品
運

送
法
第
12
条
の
２
で
規
定
し

て
い
た
が
、
改
正
商
法
の
成

立
に
伴
っ
て
、
国
際
海
上
物

品
運
送
法
第
８
条
に
な
る
と

説
明
。
こ
の
規
定
に
よ
っ

て
、
運
送
品
の
損
害
賠
償
額

は
到
達
地
の
価
格
で
定
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
と
し
た

上
で
、
「
運
送
人
は
貨
物
の

到
達
地
で
の
価
格
を
賠
償
す

れ
ば
よ
く
、
例
え
ば
、
貨
物

の
損
壊
に
よ
っ
て
生
じ
る
工

場
の
不
稼
働
損
害
や
、
廃
棄

物
処
理
費
用
と
い
っ
た
派
生

損
害
に
つ
い
て
は
責
任
を
負

わ
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
出
訴
期
限
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
国
際
海
上
物
品
運
送

法
14
条
１
項
、
改
正
商
法
５

８
５
条
１
項
で
、
運
送
品
に

関
す
る
運
送
人
の
責
任
は
、

運
送
品
が
引
き
渡
さ
れ
た
日

（
全
部
滅
失
の
場
合
に
は
引

き
渡
さ
れ
る
べ
き
日
）
か

ら
、
１
年
以
内
に
裁
判
上
の

請
求
が
な
さ
れ
な
い
限
り
消

滅
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る

と
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
現

行
の
国
際
海
上
物
品
運
送
法

14
条
２
項
、
改
正
商
法
５
８

５
条
２
項
で
、
除
斥
期
間
は

当
事
者
の
合
意
に
基
づ
い
て

延
長
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
し
た
。

　
第
三
者
へ
の
求
償
に
関
し

て
は
、
「
現
行
の
国
際
海
上

物
品
運
送
法
14
条
３
項
、
改

正
商
法
５
８
５
条
３
項
の
規

定
に
よ
っ
て
、
運
送
人
が
さ

ら
に
第
三
者
に
下
請
運
送
さ

せ
た
場
合
、
運
送
人
の
下
請

運
送
人
に
対
す
る
求
償
権
の

除
斥
期
間
を
若
干
延
長
し
、

訴
訟
提
起
を
受
け
た
と
き
か

ら
３
カ
月
以
内
に
訴
え
を
提

起
す
れ
ば
有
効
で
あ
る
。
こ

れ
は
求
償
権
の
行
使
を
保
証

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
商
法
改
正
に
よ
り
、
国

内
運
送
も
同
様
に
な
る
」
と

話
し
た
。

　
三
井
住
友
海
上
と
、
イ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
　
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
は
８

月
29
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
三
井
住
友
海

上
駿
河
台
新
館
で
「
荷
主
と
運
送
人
の
責
任

範
囲
～
改
正
商
法
に
つ
い
て
～
」
と
題
し
て

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
講
師
は
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
海
事
案
件
に
携
わ
っ
て
き
た
岡
部

・
山
口
法
律
事
務
所
の
山
口
修
司
弁
護
士
が

務
め
た
。
山
口
氏
は
Ｂ
／
Ｌ
に
お
け
る
荷
主

と
運
送
人
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
背
景
と
な
る

判
旨
判
例
を
基
に
解
説
。
２
０
１
８
年
５
月

に
参
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
運
送
に
関
す

る
「
改
正
商
法
」
の
内
容
に
も
触
れ
な
が

ら
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
「
複
合
運

送
」
に
関
す
る
新
た
な
規
定
や
、
荷
送
人
の

通
知
義
務
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

参加者は熱心に聴講した

山口氏

荷
主
と
運
送
人
の
責
任
範
囲
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

改
正
商
法
の
複
合
運
送
に
関
す
る
新
規
定
解
説

三井住友海上、インターリンク、ＮＶＯＣＣ　ＣＬＵＢ


